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建設副産物小分科会 

建設副産物小分科会は、工業化住宅の生産・供給・解
体に係る廃棄物の排出量削減と適正処理推進のため
の事業を実施することを目的としています。 
現在、9社で構成されています。 
 
2000年4月1日： 
住宅部会の下部組織として、建設副産物分科会を設置 
 
2004年4月1日： 
住宅部会の環境分科会の下部組織として、 
建設副産物小分科会を設置 



建設副産物小分科会の活動 

◆「エコアクション２０２０」で定めた行動： 
 工場生産・新築工事・改修・解体における廃棄物 
 の削減と再資源化を推進 
 
◆廃棄物処理等に係る情報共有・事例研究等 
 
◆年に1度の施設見学会実施 
 
◆廃棄物適正処理推進のための情報発信 
 ・各種「手引きの作成」など 



「建設廃棄物適正処理の手引き」 

（一社）住宅生産団体連合会や、
外部の委員会、協議会の報告をも
とに、廃棄物の適正処理の対応等、
数々の諸問題を検討し、廃棄物処
理法改正に伴った適正処理を強
力に推進するため、平成１１年４月
の初版以降、平成２４年２月の第５
版まで「建設廃棄物適正処理の手
引き」を作成し適正処理の推進を
図って参りました。 



「Ｑ＆Ａで理解する事例集」 

基本となる手引きだけでは判断の
難しい、実際に現場で遭遇する個
別事例について、建設副産物小
分科会では、解決策や法解釈など
について、幾度となく議論してきま
した。 
 
その中で、繰り返し現場から質問
される事例について、会員各社が、
共通の知識のもと、事例を通じて
正しく廃棄物を適正処理できるよ
うにとの思いから、本事例集を作
成することとしました。 



廃棄物処理法は難しい？ 

ある法律について、日常的に接し
ていると普通に感じられることも、
馴染みのない人からみると理解
できないことってありませんか？ 



例えば、民法では。。。 

隣地の竹木の枝が境界を越えるときは、
その竹木の所有者に、 

その枝を切除させることができる。 

隣地の竹木の根が境界を越えるとき
は、その根を切り取ることができる。 



例えば、区分所有法に基づく 
「マンション標準管理規約」では。。。 

【専有部分の外部】 【専有部分の内部】 

玄関扉は、「共用部分」 

玄関扉の錠及び 
内部塗装部分は、「専有部分」 



では、廃棄物処理法は？ 



建設工事に係る主な環境法令 

建設工事の環境法令 

 廃棄物処理法 

 建設リサイクル法 

 家電リサイクル法 

 大気汚染防止法 

 フロン排出抑制法 

 ＰＣＢ廃棄物特別措置法 

 石綿障害予防規則 



廃棄物処理法 （廃掃法ともいう） 

 「廃棄物の排出抑制」「生活環境の清潔」「廃棄物
の適正な分別、保管、収集、運搬、再生、処分」に
つとめ、生活環境の保全と公衆衛生の向上を図る
こと。 

許可業者と契約 マニフェストの使用 

処理基準の遵守 



建設リサイクル法 

建設廃棄物の分別・再資源化等を定めた法律。 
一定規模以上の建築物の解体・新築工事を請負う
受注者に、対象となる建設資材の分別・再資源化
を義務づけています。 

コンクリートと鉄
からなる建設資
材 

木 材 コンクリート 
アスファルト 
コンクリート 



家電リサイクル法 

特定家庭用機器（家電4品目）について、家電メー
カーには回収と再資源化を、消費者にはその費用
負担を義務づけた法律。 

【特定家庭用機器】 

◎エアコン 
◎テレビ 
◎冷蔵庫･冷凍庫 
◎洗濯機・衣類乾燥機 



大気汚染防止法 

大気汚染防止対策を総合的に推進するための法
律。平成元年には、特定粉じん（アスベスト）規制
が導入されました。 

 

【大気汚染防止法の改正：平成２６年６月１日施行】 
①特定粉じん排出等作業を伴う建設工事の実施の届出義務者の変更 

 ⇒事業者から注文者（お客様）へ！ 

 

②解体等工事の事前調査の結果等の説明等 

 

③報告及び検査の対象拡大⇒立入調査の強化 



フロン排出抑制法 

解体工事の際、該当する機器の有無を事前に調
査・説明することを、元請業者に義務づけている。 
【業務用冷凍空調機器】 

フロン回収機を機器と接続して、フロンを 
回収します。（一社）日本冷凍空調工業会ＨＰより 



ＰＣＢ廃棄物特別措置法 

毒性が社会問題化し、現在は製造中止となった
PCBの適正な処理・保管等を義務づけた法律。 

【事例】 
 
解体予定物件の
ビルに保管されて
いた「ＰＣＢを使用
した電気機器」 



石綿障害予防規則 

人体に有害な石綿等を取扱う業務等に係る労働者
の保護について規定された法律。平成21年改正で、
建築物等の解体作業等に際し、石綿含有の事前調
査や作業環境のアスベスト飛散防止策、作業記録
等が義務づけられました。 

石綿含有産業廃棄物：レベル３ 廃石綿：レベル１ 



「Ｑ＆Ａで理解する事例集」の読み方 

Ｑ１：基礎部の解体工事を進めていたところ、地中からがれきが大
量に埋められていることが分かりました。お客様に報告したところ、
処分費用がもったいないので、がれきは砕くなどして埋め戻してく
れ、と言われました。お客様の言う通り埋め戻してしまってもよいの
でしょうか？ 

Ａ１：砕いたがれきを埋め戻すことは出来ません。例えお客様自ら
が所有する土地に埋め戻すといっても、不要となったもの（＝廃棄
物）を埋める行為は、不法投棄になります。解体工事を請負った建
設業者は、工事により発生した廃棄物を「産業廃棄物」として処理
しなければいけません（＝排出事業者責任）。 

・ 

・ 

    

質問は、各社が請負った実際の現場で  
よく起こる事例を取り上げています。 

回答では、法律に則った判断を心がけ
ていただくように、根拠を示していきます。 



「Ｑ＆Ａで理解する事例集」 

Ｑ１：基礎部の解体工事を進めていたところ、
地中からがれきが大量に埋められていること
が分かりました。お客様に報告したところ、処
分費用がもったいないので、がれきは砕くな
どして埋め戻してくれ、と言われました。お客
様の言う通り埋め戻してしまってもよいので
しょうか？ 



「Ｑ＆Ａで理解する事例集」 

Ｑ１２：解体工事の見積をするとき、その建物
に石綿含有建材の使用の有無が不明のため、
お客様に建物をきちんと調べさせてほしいと
提案したのですが、契約前ということもあり拒
否されました。なんとか協力してもらいたいと
思っているのですが、どのように対応してい
けばよいのでしょうか？ 



「Ｑ＆Ａで理解する事例集」 

Ｑ１０：解体工事で発生した旧家屋の残材（柱
や梁）や基礎工事の段階で地中に埋設され
ていた石材等が新築建物にも転用出来ること
から、お客様より現場のインテリアやエクステ
リア部材として活用したいとの要望がありまし
た。どこまで要望に応えることが出来ます
か？ 



増加するストック事業で発生する廃棄物
の適正処理とリサイクルの推進 

今後の予定 



第１弾「リフォーム工事の廃棄物適正処理（仮称）」 

リフォーム工事に限らず、メンテナ
ンス工事や、不動産の賃貸物件
管理業務など、小規模な工事で発
生する廃棄物の処理は、解体工
事や新築工事で発生する廃棄物
処理よりも、難しいところが多々あ
ります。 
 
日々寄せられる実務上の相談や
悩みについて、具体的な解決策を
示す冊子の作成を進めています。 



例：リフォーム工事廃棄物の運搬 

元請自身による
運搬 

収集運搬業者 
による運搬 

下請業者 
による運搬 

マニフェスト
不要 

マニフェスト
必要 

法第２１条の３
第３項の適用 

廃棄物の運搬 
手段により、適用 
されるルールが 
異なり煩雑。 

廃棄物一時保管場所 

現 場 Ａ 

現 場 Ｂ 

現 場 Ｃ 



建設副産物小分科会 2015/12/17 

ご清聴を感謝します。 


